
第２５４号

発行：直方市議会　　編集：議会だより編集委員会　　TEL ２５−２３４２　FAX ２５−２３５０

令和元年８月１日

６ 月 定 例 会

◆消費税率引き上げに伴う関連議案を可決

◆令和元年度直方市一般会計補正予算を可決

６ 月 定 例 会 に 提 出 さ れ た 議 案 と そ の 結 果

【そ の 他】 ※ 原案可決

議案第６１号 財産の取得について

議案第６２号 財産の無償貸付けについて

議案第６３号 直方市立中央保育園指定管理者の再指定について

議案第６４号 市道路線の廃止について

【条　　例】※ 原案可決

議案第４１号
直方市行政財産使用料条例の一部を改正する条
例について

議案第４２号
直方市道路占用料条例の一部を改正する条例に
ついて

議案第４３号
直方市法定外公共物管理条例の一部を改正する
条例について

議案第４４号
直方市農業集落排水施設条例の一部を改正する
条例について

議案第４５号 直方市下水道条例の一部を改正する条例について

議案第４６号
直方市汚水処理施設条例の一部を改正する条例
について

議案第４７号
直方市水道事業給水条例の一部を改正する条例
について

議案第４８号
直方市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例
の一部を改正する条例について

議案第４９号 直方市公民館条例の一部を改正する条例について

議案第５０号
直方市体育施設条例の一部を改正する条例につ
いて

議案第５１号
直方市男女共同参画センター条例の一部を改正
する条例について

議案第５２号
直方市竜王峡キャンプ村施設条例の一部を改正
する条例について

議案第５３号
直方市都市公園条例の一部を改正する条例につ
いて

議案第５４号 直方市手数料条例の一部を改正する条例について

議案第５５号
直方市立学校施設等使用条例の一部を改正する
条例について

議案第５６号 直方市税条例等の一部を改正する条例について

議案第５７号
直方市火災予防条例の一部を改正する条例につ
いて

議案第５８号
直方市介護保険条例の一部を改正する条例につ
いて

議案第５９号
直方市営駐車場条例の一部を改正する条例につ
いて

議案第６０号
直方市立図書館条例の一部を改正する条例につ
いて

議案第６９号 令和元年度直方市一般会計補正予算（第２号）

議案第７０号
令和元年度直方市国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）

議案第７１号
令和元年度直方市介護保険特別会計補正予算

（第１号）

【予　　算】※ 原案可決

【報　　告】

報告第 ５ 号
専決処分事項の報告について（市営住宅家賃滞
納に係る民事調停）

※ 報告

報告第 ６ 号 直方市土地開発公社の経営状況について

報告第 ７ 号
公益財団法人直方文化青少年協会の経営状況に
ついて

報告第 ８ 号 一般財団法人直方市福祉会の経営状況について

報告第 ９ 号 継続費繰越計算書について（直方市一般会計）

報告第１０号 繰越明許費繰越計算書について（直方市一般会計）

報告第１１号 予算繰越計算書について（直方市水道事業会計）

【専　　決】

議案第４０号
専決処分事項の承認について（令和元年度直方
市国民健康保険特別会計補正予算（第１号））

※ 承認

【人　　事】※ 原案同意

議案第６６号
直方市教育委員会教育長の任命につき同意を求
めることについて

議案第６５号
直方市副市長の選任につき同意を求めることに
ついて

議案第６８号
直方市固定資産評価審査委員会委員の選任につ
き同意を求めることについて

議案第６７号
直方市監査委員の選任につき同意を求めること
について

選挙第 ４ 号
直方市・北九州市岡森用水組合議会議員選挙（組
合規約第５条第２項第１号）

選挙第 ５ 号
直方市・北九州市岡森用水組合議会議員選挙（組
合規約第５条第２項第２号）

選挙第 ６ 号
直方市・北九州市岡森用水組合議会議員選挙（組
合規約第５条第２項第３号）

【選　　挙】



財
政
や
税
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、
防
災
な
ど
を
所
管
す

る
総
合
政
策
部
及
び
消
防
に
関

す
る
議
案
・
所
管
事
務
に
つ
い

て
審
査
し
ま
す
。

◎
那
須
和
也
委
員
長
　
○
佐
藤

信
勝
副
委
員
長
　
松
田
曻
委
員

渡
辺
克
也
委
員
　
田
代
文
也
委

員
　
澄
田
和
昭
委
員

令
和
元
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
北
九
州
市
消
防
局

派
遣
職
員
負
担
金
）

　
今
回
計
上
さ
れ
て
い
る
北
九

州
市
消
防
局
派
遣
職
員
負
担
金

に
つ
い
て
、
以
下
の
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

①
な
ぜ
当
初
予
算
で
計
上
さ
れ

な
か
っ
た
の
か

２
のおがた議会だより

　
　

委
員
会

　
　
　
　

の
審
査

　

各
常
任
委
員
会
は
、
７
月

８
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

　

新
た
に
構
成
さ
れ
た
委
員

と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

議案の内容
　６月定例会で提案された議案の中から、消費税率引き上げに伴う各種料金改定に関する

議案及び一般会計補正予算についてご紹介します。

◆ 消費税率引き上げに伴う各種料金の改定に関する議案

　議案第４１号　直方市行政財産使用料条例の一部を改正する条例についてから議案第５５号　
直方市立学校施設等使用条例の一部を改正する条例について（表紙参照）が対象の議案です。
　消費税率の引き上げについては、平成２６年４月１日より５％から８％へ引き上げられ、平成
２７年１０月１日には８％から１０％への引き上げが予定されていましたが、経済や生活に与える
影響が懸念されたため、二度に渡り増税が先送りされました。
　しかし、社会保障の充実及び安定化のために安定財源の確保を図ることなどから、消費税率が本
年１０月１日より１０％へ引き上げることが予定されています。消費税率の引き上げが実施された
場合、体育館や中央公民館の使用料のほか各種使用料や手数料が改定されます。

◆ 一般会計補正予算

◎ プレミアム付商品券発行事業（３億６, ４６９万４, ０００円）
　これも消費税率の引き上げに関する予算で、低所得者や子育て世帯の消費に与える影響を緩和す
るとともに、地域における消費を喚起・下支えすることを目的としています。

◎ 未婚の児童扶養手当受給者臨時・特別給付費（１２２万５, ０００円）
　これも消費税率の引き上げに関する予算で、子どもの貧困対策として実施されます。
　対象者は、児童扶養手当の支給を受ける父または母で、本年１０月３１日の基準日において婚
姻をしたことがない者、また事実上婚姻関係と同様の事情にある者がいない者に対して支給され
ます。８月の児童扶養手当の現況届の際に受付を行い、１月に１回限り支給されます。支給額は
１万７, ５００円です。

◎ 中泉中央市営住宅建築事業（２工区）（９億５, ５２９万５, ０００円）
　新たに中泉中央市営住宅の２棟目（７階建て４２戸）を建設するための予算です。令和元年度分
の事業費として６億１, ３８２万２, ０００円、翌年度分として３億４, １４７万３, ０００円が計上
されています。

　
５
月
16
日
に
行
わ
れ
た
臨
時

議
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り

議
長
及
び
副
議
長
が
決
ま
り
ま

し
た
。

◎
議
　
長
　
中
　
西
　
省
　
三

○
副
議
長
　
松
　
田
　
　
　
曻

　「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に

変
わ
る
と
と
も
に
新
た
な
市
政

が
始
ま
り
、
本
市
議
会
に
お
い

て
も
６
人
が
新
た
な
顔
ぶ
れ
と

な
り
ま
し
た
。
時
代
は
変
わ
り

ま
し
た
が
、
議
会
の
義
務
・
責

務
と
い
う
も
の
は
何
も
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
行
政
と
と
も
に
車
の
両
輪
と

し
て
前
進
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
ブ

レ
ー
キ
を
踏
ん
で
い
く
。
し
っ

か
り
と
こ
の
責
務
を
果
た
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う
、

ま
た
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
議
会
に
な
る
よ
う
議
会
運

営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 議

長
・
副
議
長
が

　
　
　
決
ま
り
ま
し
た



②
職
員
の
派
遣
期
間
に
つ
い
て

③
ど
う
し
て
こ
れ
ま
で
選
任
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
消
防
署
長
の

職
を
新
た
に
選
任
し
た
の
か

　
こ
れ
に
対
し
て
所
管
課
か

ら
、
①
に
つ
い
て
は
、
当
初
予

算
で
計
上
す
べ
き
で
あ
る
が
、

北
九
州
市
か
ら
合
意
を
得
た
の

が
３
月
15
日
で
あ
り
、
ま
た
、

４
月
１
日
付
で
協
定
が
締
結
さ

れ
た
た
め
、
当
初
予
算
の
計
上

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

②
に
つ
い
て
は
、
原
則
２
年
間

で
あ
る
が
、
協
議
に
よ
り
変
更

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

③
に
つ
い
て
は
、
複
雑
・
大
規

模
化
す
る
災
害
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
強
固
な
消
防
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
必
要
な
職

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の
予

算
は
当
初
予
算
で
計
上
す
べ
き

で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
北
九

州
市
と
の
調
整
が
つ
い
た
段
階

で
議
会
に
報
告
す
べ
き
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
を
鑑
み
れ
ば
、
今

後
は
、
今
回
の
よ
う
に
外
部
の

人
材
を
登
用
す
る
こ
と
な
ど
も

含
め
、
市
政
運
営
に
変
更
が
生

じ
た
際
に
は
、
き
ち
ん
と
議
会

に
も
報
告
す
る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。

福
祉
や
医
療
、
高
齢
者
な
ど
を

所
管
す
る
市
民
部
及
び
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
か
教
育
委
員
会

に
関
す
る
議
案
・
所
管
事
務
に

つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

◎
渡
辺
和
幸
委
員
長
　
○
三
根

広
次
副
委
員
長
　
篠
原
正
之
委

員
　
宮
園
祐
美
子
委
員
　
村
田

明
子
委
員
　
髙
宮
誠
委
員

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
及
び
財

産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て

　
山
部
地
区
に
あ
る
社
会
福
祉

法
人
直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
建
物
の
老
朽
が
著
し
い
こ
と

か
ら
、
直
方
郵
便
局
前
に
あ
る

空
き
店
舗
を
取
得
し
、
同
協
議

会
に
10
年
間
無
償
で
貸
し
付
け

を
行
い
ま
す
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
ま
ず
、

取
得
す
る
空
き
店
舗
の
価
格
の

妥
当
性
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。。

　
こ
れ
に
対
し
て
所
管
課
か

ら
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑

定
も
検
討
し
た
が
、
期
間
や
費

用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
固
定
資

産
の
評
価
額
を
参
考
に
算
出
し

た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
委
員
会
と
し
て
は
、

令
和
元
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
住
宅
費
）

　
委
員
会
と
し
て
は
、
中
泉
中

央
市
営
住
宅
建
設
計
画
を
含

め
、
今
後
の
市
営
住
宅
建
設
計

画
に
関
す
る
市
の
考
え
方
に
つ

い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
所
管
課
か

ら
、
２
棟
目
の
中
泉
中
央
市
営

住
宅
は
７
階
建
て
42
戸
で
計
画

し
て
い
る
。
１
棟
目
と
同
規
模

の
市
営
住
宅
を
建
設
す
る
の
に

２
年
を
要
し
、
費
用
も
総
額
約

９
億
円
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
計

画
的
に
建
て
替
え
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
市
営
住

宅
の
多
く
で
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
大
変
危
険
な
状
態
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
に
作

成
し
た
直
方
市
営
住
宅
建
替
基

本
計
画
を
見
直
し
、
市
営
住
宅

の
建
設
を
１
カ
所
に
集
中
す
る

こ
と
な
く
、
優
先
順
位
を
決
め

て
早
急
に
対
応
す
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て
協
議

し
、
意
見
調
整
を
図
る
た
め
の

３
のおがた議会だより

社
会
福
祉
協
議
会
と
関
連
の
あ

る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設

場
所
に
つ
い
て
、
市
長
が
所
信

表
明
に
お
い
て
、
直
方
駅
周
辺

へ
の
立
地
の
可
能
性
を
探
る
と

述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
う

な
る
と
今
回
取
得
す
る
場
所
は

無
駄
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
所
管
課
か

ら
、
も
し
移
転
し
た
と
し
て
も

中
央
公
民
館
と
隣
接
し
て
い
る

こ
と
か
ら
有
効
に
活
用
で
き
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
我
々
委
員
会
と
し
て
は
、
将

来
的
に
こ
の
物
件
が
無
駄
に
な

る
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
要
望

し
ま
し
た
。

上
下
水
道
や
ご
み
処
理
な
ど
を

所
管
す
る
上
下
水
道
・
環
境
部
、

土
木
工
事
や
都
市
計
画
、
農
業
、

産
業
な
ど
を
所
管
す
る
産
業
建

設
部
に
関
す
る
議
案
・
所
管
事

務
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

◎
渡
辺
幸
一
委
員
長
　
○
森
本

裕
次
副
委
員
長
　
野
下
昭
宣
委

員
　
矢
野
富
士
雄
委
員
　
紫
村

博
之
委
員
　
安
永
浩
之
委
員

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

人
事
案
件（

敬
称
略
）

◆
直
方
市
副
市
長

　
　
秋
　
吉
　
恭
　
子

◆
直
方
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
山
　
本
　
栄
　
司

◆
直
方
市
監
査
委
員

　
　
田
　
代
　
文
　
也

◆
直
方
市
固
定
資
産
評
価
審
査

　
委
員
会
委
員

　
　
木
　
嶋
　
幸
　
子

議
会
運
営
委
員
会

委
員
会
で
、
３
つ
の
常
任
委
員

会
（
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業

建
設
）
と
は
別
に
設
置
さ
れ
る

も
の
で
す
。

本
市
で
は
会
期
前
と
会
期
後
に

定
期
的
に
開
催
さ
れ
、
ま
た
、

協
議
事
項
が
あ
る
場
合
に
は
、

随
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
委
員
は
各
会
派
か
ら
選

出
さ
れ
ま
す
。

◎
安
永
浩
之
委
員
長
　
○
野
下

昭
宣
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委
員
長
　
田
代
文
也
委

員
　
森
本
裕
次
委
員
　
渡
辺
和

幸
委
員
　
宮
園
祐
美
子
委
員
　

村
田
明
子
委
員
　
髙
宮
誠
委
員


